
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

高
市
内
閣
が 

武
器
輸
出
解
禁 

憲
法
記
念
日
を
前
に
し
た
４
月

２
１
日
、
政
府
は
武
器
輸
出
の
ル

ー
ル
を
定
め
た
「
防
衛
装
備
移
転

３
原
則
」
を
改
定
し
、
殺
傷
能
力

の
高
い
武
器
輸
出
を
可
能
と
す
る

閣
議
決
定
を
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン

攻
撃
を
は
じ
め
、
無
法
な
戦
争
が

相
次
い
で
い
る
今
こ
そ
、
日
本
は

国
際
紛
争
を
助
長
す
る
の
で
は
な

く
、
日
本
国
憲
法
に
基
づ
く
平
和

国
家
と
し
て
の
行
動
を
す
べ
き
で

す
。 

「
国
の
理
想
の
姿
を
物
語
る

の
が
憲
法
だ
」
と
い
う
高
市

首
相
の
暴
論 

１
２
日
の
自
民
党
大
会
で
は
、
高

市
早
苗
首
相
は
憲
法
改
定
に
つ
い

て
「
立
党
か
ら
７
０
年
。
時
は
来
た
。

『
改
正
の
発
議
に
め
ど
が
立
っ
た
』

と
言
え
る
状
態
で
来
年
の
党
大
会

を
迎
え
た
い
」
と
述
べ
、
今
後
１
年

で
国
会
発
議
に
道
筋
を
つ
け
る
考

え
を
表
明
し
ま
し
た
。
高
市
首
相
は

演
説
で
「
ど
の
よ
う
な
国
を
つ
く
り

あ
げ
た
い
か
、
理
想
の
姿
を
物
語
る

の
が
憲
法
だ
」
な
ど
と
、
憲
法
は

権
力
を
縛
る
も
の
だ
と
い
う
立
憲

主
義
を
わ
き
ま
え
な
い
暴
論
を
展

開
。「
徹
底
し
た
議
論
を
行
っ
た
後

に
意
見
の
集
約
を
図
り
、
最
後
は

多
数
決
で
決
断
す
る
。
こ
れ
が
民

主
主
義
の
原
則
だ
」
な
ど
と
、
議

論
を
強
権
的
に
打
ち
切
り
改
憲
に

持
ち
込
む
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
ま

し
た
。 

高
市
首
相
が
憲
法
に
対
す
る
危

険
な
言
動
を
続
け
る
中
、
５
月
３

日
、
憲
法
記
念
日
に
は
各
地
で
集

会
・
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
、
数
万

人
が
「
憲
法
守
れ
」
と
声
を
あ
げ
、

今
も
引
き
続
き
、
デ
モ
・
集
会
が

取
り
組
ま
れ
続
け
る
状
況
で
す
。 

 

９
条
を
変
え
れ
ば
、
無

法
な
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

自
衛
隊
を
利
用 

 

豊
田
市
駅
西
側
で
行
わ
れ
た
憲

法
集
会
（
主
催
は
、
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
豊
田
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
、
豊
田

年
金
者
組
合
、
豊
田
革
新
懇
、
新

日
本
婦
人
の
会
豊
田
支
部
・
み
よ

し
支
部
、
み
よ
し
９
条
の
会
）
に

は
、
午
後
１
時
に
集
会
が
始
ま
る

と
、
続
々
と
人
々
が
集
ま
り
、
最

終
的
に
は
１
１
０
人
も
の
集
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
豊
田
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
代
表
の
梅
村
弁
護
士
は

「
戦
争
し
な
い
と
誓
っ
た
憲
法
９

条
が
最
大
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。

改
憲
勢
力
が
衆
議
院
で
３
分
の
２

を
占
め
、
今
ほ
ど
改
憲
が
危
ぶ
ま

れ
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
力
で
押
し
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
改
憲
の
目
的
が
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ン
へ
の
無
法
な
攻
撃
を
続
け

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
自
衛
隊
の

派
遣
を
求
め
、
高
市
首
相
は
自
衛

隊
を
派
遣
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な

い
。
し
か
し
、
憲
法
９
条
が
歯
止

め
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
き
な
い

で
い
ま
す
。
今
、
憲
法
９
条
を
変

え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
無
法
な
戦

争
の
た
め
に
日
本
の
自
衛
隊
が

『
利
用
し
や
す
い
軍
隊
』
に
な
っ

て
し
ま
う
。
改
憲
を
阻
止
す
る
た

め
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
。 も

と
む
ら
伸
子
前
衆
院
議
員
が

あ
い
さ
つ
で
、
「
長
崎
被
爆
２
世

と
し
て
平
和
憲
法
の
戦
後
最
大
の

危
機
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
の
人
生

ホームページから

メールを受け付け

ています 

みなさんのご意見

をお寄せください。 
 

 

の
最
大
限
の
力
を
も
っ
て
、
平
和
憲

法
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
守
り
ぬ
く
」

と
の
決
意
を
心
を
込
め
て
表
明
。
政

党
、
団
体
か
ら
は
、
日
本
共
産
党
の

根
本
み
は
る
市
議
会
議
員
、
牧
田
み

つ
お
み
よ
し
市
議
会
議
員
、
れ
い
わ

新
選
組
の
西
田
市
議
会
議
員
、
緑
の

党
東
海
本
部
の
小
林
収
氏
が
リ
レ

ー
ト
ー
ク
。
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
の
歌
で
和
や
か
な
雰
囲
気

に
。
団
体
・
個
人
か
ら
も
「
憲
法
守

ろ
う
」
と
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。 

シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
た
く
さ

ん
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

       

              

 



 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

もとむら伸子 
前衆院議員 

・
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備
に
お
い

て
は
、
市
民
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
必
要
性
を
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
導

入
を
進
め
て
い
く
。 

【
福
祉
部
】 

・
豊
田
市
南
部
地
域
、
お
よ
び
旧
町

村
地
域
の
住
民
が
各
拠
点
病
院
・
診

療
所
な
ど
へ
の
通
院
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
よ
う
に
、
と
よ
た
お
い
で
ん

バ
ス
・
地
域
バ
ス
の
運
行
を
見
直

し
、
住
民
本
位
に
す
る
こ
と
。 

回
答 

お
い
で
ん
バ
ス
や
地
域
バ
ス
を
利

用
し
た
拠
点
病
院
や
診
療
所
な
ど

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
沿
線

需
要
や
利
用
実
態
等
の
把
握
に
努

め
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
。 

       

・
受
診
料
の
値
上
げ
、
物
価
高
、
実

質
的
賃
金
の
値
下
げ
な
ど
に
よ
る

相
対
的
貧
困
の
た
め
、
負
担
が
増

え
、
受
診
控
え
・
重
症
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
近
隣
市
町
や
県
の
動
向
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
低
所
得
者
等

が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

◆法律相談は弁護士が 
 ５月は１６日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 
豊田市会議員 

すやま初美 
党中央委員 

【
こ
ど
も
若
者
部
】 

・
１
８
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
児
童
福
祉
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
児
童
館
」

は
、
法
に
基
づ
い
て
人
員
配
置
を

行
い
、
各
小
学
校
区
に
設
置
す
る

こ
と
。 

回
答 

・
児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
る
「
児

童
館
」
を
新
た
に
整
備
す
る
予
定

は
な
い
が
、
こ
ど
も
・
若
者
計
画

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

「
多
様
な
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
推
進
」
の
取
組
を
実
施
し
て

い
く
。 

【
環
境
部
】 

災
害
発
生
時
の
非
常
電
源
と
し
て

の
蓄
電
機
能
を
備
え
た
太
陽
光
発

電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
周
辺
住
民
の
合
意
の
う
え
、
公

共
施
設
に
積
極
的
に
導
入
す
る
こ

と
。 

回
答 

 

・
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
整
備
に
お
け
る
蓄
電
池
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
観
点

で
有
効
な
設
備
と
考
え
て
い
る

が
、
設
備
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ

と
や
、
発
電
容
量
と
の
バ
ラ
ン
ス

等
か
ら
、
導
入
に
つ
い
て
は
見
送

る
。 

主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

 

う
に
す
る
こ
と
。 

回
答 

生
活
困
窮
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
包

括
的
相
談
体
制
の
中
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
連
携
し
、
各
世
帯
の
収

入
支
出
状
況
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、

現
行
の
医
療
費
助
成
制
度
を
含
め
、

活
用
可
能
な
制
度
等
へ
つ
な
ぐ
な

ど
、
適
切
な
相
談
支
援
を
実
施
し
て

い
く
。 

       

・
総
合
事
業
の
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス

を
、
今
後
と
も
継
続
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
短
期
集
中
訪

問
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
集
中
通
所
サ
ー

ビ
ス
が
継
続
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

回
答 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て

は
、
利
用
者
に
対
し
て
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
、
利
用
者
の
心
身
の
状

況
等
に
応
じ
て
、
利
用
者
や
家
族

の
選
択
に
基
づ
き
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
が
効
果
的
に
提
供
さ
れ
る

よ
う
、
専
門
的
見
地
か
ら
必
要
な

援
助
を
行
っ
て
い
く
。
短
期
集
中

通
所
サ
ー
ビ
ス
等
も
含
め
、
引
き

続
き
、
要
支
援
者
等
の
実
態
を
踏

ま
え
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な

げ
て
い
く
。 

主催：９条改憲 NO豊田市民アクション 

憲法は権力を縛

るもの 


